
おしえて！みんなの夢！おしえて！みんなの夢！

みんなの夢★希望みんなの夢★希望
Everyone's�dreams★hopes.Everyone's�dreams★hopes.

　今年の４月に中学校へと進学する町内の小学６年生６人から、将来の夢や中学校での目標につい
ての作文を寄せていただきました。これからの将来を担う子どもたち。それぞれ大きな希望を胸に
抱いています。夢を実現するため、一歩一歩大切に歩んでいってください。

★放射線技師になりたい★放射線技師になりたい

★勉強をがんばりたい★勉強をがんばりたい

横山 咲綺横山 咲綺 さんさん

大石田小学校大石田小学校

金田 陽樹金田 陽樹 さんさん

大石田小学校大石田小学校

　私の将来の夢は、「放射線技師」になることです。最初は、祖母に言われた
のがきっかけでした。どういう仕事なのか全く分からなかった私は、放射線技
師の仕事内容を調べることにしました。調べてみると、「医師が病気を診断す
るために画像情報を提供する検査を行うこと」と書いていました。私はとても
重要な仕事だなと思い、放射線技師もいいなと思いました。
　私は放射線技師になるために、中学校で勉強をがんばりたいと思います。特
に理系科目を中心的に取り組んでいきたいと思います。もし、目標が変わって
もあきらめずに一生懸命がんばりたいと思います。

★政治家になって町を良くしたい★政治家になって町を良くしたい

佐々木 環颯佐々木 環颯さんさん

大石田北小学校大石田北小学校

　僕の将来の夢は、政治家になることです。今、大石田町の人口が減少してい
ます。僕は政治家になって、町の人口を増やしたり、大きな道路をつくったり
して、町の人たちのためになることをしたいです。
　そのために、中学校に入ってがんばりたいことが２つあります。１つ目は、
たくさん勉強をすることです。たくさん勉強して夢をかなえます。２つ目は、
サッカーをがんばることです。サッカーのチームでは友達をつくったり、チー
ムワークを深めたりしていきたいです。たくさんの人とかかわる経験を生かし
て、町の人と協力して大石田町を大きくしたいです。

　僕は中学生になったら勉強をがんばりたいです。特に数学と歴史の勉強をが
んばりたいです。難しい算数や苦手な社会が、中学校ではさらに難しくなるか
らです。
　父から「ＸとＹは数学で結構使うぞ」と言われました。どのくらい使うかは
分からないけれど、今のうちにＸとＹの式などをしっかり勉強しておこうと思
いました。
　歴史では、歴史上の人物をしっかり覚えていないのに、さらに人物が増える
ので中学生になったら大変だと感じました。だから今のうちに復習や予習をし
ていきたいです。
　中学生になったら勉強が大変になることに加え、部活もあるので、勉強をた
くさんし、しっかり準備をしたいと思います。

★ＡＩに負けない人間になりたい★ＡＩに負けない人間になりたい

伊藤 優里伊藤 優里 さんさん

大石田北小学校大石田北小学校

　私は、ＡＩ（人工知能）には絶対できない仕事に就きたいと思いました。例
えば医師です。いくら頭の良いＡＩでも、人の心に寄り添い、一緒に病気と闘
う力はありません。次に美容師です。ＡＩがすごくきれいに髪が切れても、人
のように切っている途中に世間話をしたり、テレビを話題にしながら話したり
はできません。でも、これからＡＩもどんどん進化していきます。ＡＩが看護
師になっているかもしれません。ＡＩが世間に目を向けて会話をしているかも
しれません。それでも私はＡＩに負けない人になって同じ“人間”と心を通わ
せる未来にしたいです。

★大好きな大石田で夢をかなえたい★大好きな大石田で夢をかなえたい

六沢 萌愛六沢 萌愛 さんさん

大石田南小学校大石田南小学校

　私の将来の夢は、「こえのくら」で働くことです。大石田町の人はみんな優
しくて温かいです。だから私は、大石田町が大好きです。５年生のサンサンス
タディでこえのくらのみなさんのお話を聞いて、大石田のことをもっと知りた
くなりました。また、大石田かるたができて、さらに知りたい気持ちが強くな
りました。大石田のことを何でも知っている人になって大石田に初めて来たお
客さんや外国の方に、町のよさをたくさん伝えたいと思います。そのために中
学校では、外国の方とも話せるように英語の学習をがんばりたいです。また、
うまく案内できるように、国語の学習もがんばりたいです。そして、大好きな
大石田町でたくさんの人を笑顔にしたいです。

★本物のプログラマーを目指して★本物のプログラマーを目指して

海藤 生吹海藤 生吹 さんさん

大石田南小学校大石田南小学校

　ぼくの将来の夢は、プログラマーになることです。目指すきっかけになった
のが、３年生の時にはじめたチャレンジタッチです。その中にプログラミング
専用のアプリがあり、そこからどんどんプログラミングの楽しさにはまってい
きました。難しい問題にも挑戦し、たくさん技を覚えました。５年生になると、
アニメーションの他にゲームを作るようになりました。ゲームは、作るのも遊
ぶのも楽しいです。６年生になると、プログラミングの学習もあり、役に立っ
たと思うことが多くなりました。自分の夢が、こんな身近なところにあるとは
思いませんでした。中学生になったら、自分で一から組み立てられるようになっ
て、これまで作ってきたものをさらに進化させていきたいです。
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